
平成２９年度第２回 滝川市環境市民委員会の開催結果について 

 

開催日時 平成２９年１０月３１日（火） 午前１０時３０分～午前１１時３０分 

開催場所 滝川市役所３階 ３０１会議室 

出席状況 【委員】 

出席：四十九院委員、廣瀬委員、大崎委員、高橋委員、石川委員、水戸委員、 

貝之瀬委員、浜田委員 

【事務局】 

市民生活部くらし支援課 小畑課長、澤田課長補佐、大橋係長、山本主任主事 

議事内容 １ 開会 

２ 進捗確認シートについての説明（各分野ごとに説明） 

進捗確認シートの素案について、各分野ごとに事務局から説明を行った。 

各委員からの意見などは次のとおり。 

【生活環境（身近な問題）】 

委 員）：イベントのように一過性の取組ではなく、継続的に今後も取り組んで行く

という意思を示した方がよいのではないか。  

事務局）： 継続的に行うという印象を受ける内容に文言の変更を検討する。 

委 員）：「イベント」というとお祭り的な印象を受けてしまい、軽くなってしまう。

「活動」や「環境教育」などという言葉に置き換えたほうがいいのではな

いか。 

事務局）：再度検討し、文言を精査する。 

委 員）：第一次計画の評価シートと比較し、すごく見やすくてよいと思う。多種多

様な取り組みをしていて、すごいなと思う。目標値も入れてもらい、分か

りやすくなった。北海道の目標値に比べて、滝川の目標値は高い。 

     目標を達成するにあたって、重点的に取り組みたいと考えているものは

あるのか。 

事務局）：今の段階では、普及啓発を強化してきたいと考えている。重点的に取り組

む項目については、今のところ絞ってはいない。委員会などから意見をい

ただき、いい取組だと思うことがあれば、今後重点的な取り組みを行って

いきたいと考えている。 

委 員）：普及啓発するためのポスターやチラシは次年度以降も配布できるだけある

のか。 

事務局）：配布できるだけの枚数は十分ある。 

委 員）不法投棄の監視員項目中で、不法投棄監視員が月曜日から金曜日まで巡回

強化を行ったと書いてあるが、２８年度より頻度が増えたのか。 

事務局）：これまでも平日は監視員がパトロールを行っていた。 

委 員）：強化と書いてあると、監視員の人数を増やしたり、夜巡回したなど、これ

までと違うことを行った印象を持たれてします。 

事務局）：継続して行っているというように誤解がないように変更する。 

委 員）：市民の人が見るシートなので、「平成２８年度の取組」については、継続



的に行ったもの、新規に行ったもの、「委員からのコメント」については

評価と課題を一目見てわかるようにしてはどうか 

事務局）：見やすいように工夫したい。 

 

【地球環境（地球全体の問題）】 

委 員）：町内会等が管理する街路灯などの LED化を７００灯行ったとあるが、とて

もインパクトのある数字だが、平成２８年度の年次報告書には掲載されて

いない。進捗確認シートと年次報告書の関連をどのように考えているの

か。 

事務局）：今まで報告書に掲載しておらず、意識が足りなかったので、次年度以降の

掲載を検討したい。 

委 員）：せっかくエネルギーパークがあるので、教育委員会と連携し、学校教育の

中で滝川市のエネルギーの取組のようなカリキュラムはあるのか 

事務局）：特に学校教育の中でカリキュラムは用意していない。こちらも今後の検討

材料としたい。 

 

【自然環境・農業（自然・農業の保全）】 

委 員）：エコネット登録団体がどのようなことに困っているのか、どのようなこと

をしてほしいのかなどのニーズ調査や相談にのったりしているのか。 

事務局）：エコネット団体からはイベントの周知に協力してもらいたいとの要望があ

るため、市のホームページで定期的に各団体のイベント情報を掲載してい

る。市のホームページに掲載しているだけで、団体の信頼性が向上する。 

委 員）：平成２８年度の農業体験校は１３校だったが、これからも継続的に毎年こ

の１３校が取組んでいくことになるのか。 

事務局）：農業体験については、空知管内にある斡旋団体が農家と学校の間に入り１

０年以上行っている。ただ、学校の教育方針などもあり、取り組む学校数

に変動がある。選ぶのはあくまでも学校側なので、こちらから強要できる

ものではないが、引き続き学校への投げかけは行っていきたいと考えてい

る。 

     また、平成２９年度にはりんご農家さんに行き、環境と食育を絡めたイベ

ント等も行っている。 

委 員）：コメントだが「目標達成に向けて努力してもらいたい」となっているが、

少し表現がきついので「継続した取組をお願いしたい」くらいにしてはど

うか。 

事務局）：もう少しやわらかい表現に置き換えたいと思う。 

 

【環境コミュニティ（人とのつながり）】 

委 員）：環境学習リーダーの定義はなにか？ 

事務局）：基本的には、小学生をはじめとする子ども達に環境教育を行うため、市で

行っている養成講座に参加した学生を「環境学習リーダー」としてカウン



トしている。 

 

３ 第２次滝川市環境基本計画・地域行動計画 年次報告書（平成２８年度評価版 

（案））の最終確認について 

 

４ 二酸化炭素排出抑制対策事業の進捗状況について 

 

５ 平成２９年度環境市民大会について 

 

６ EPO北海道からのお知らせ 

 

７ その他 

 

８ 閉会 

 


